
活動速報 

全日本学生フォーミュラ大会 

東京理科大学 TUS Formula Racing（Car No.34）

 
         

 
大会の報告を、速報という形ではありますがご報告させていただきます。 
 我々、東京理科大学 TUS Formula Racing は先日(9/6～9)行われた、第３回全日本学生
フォーミュラ大会に参戦いたしました。昨年の春から準備を始め、その後チームを正式に

立ち上げ、多くの問題を乗り越え、第１期プロジェクトの目標であった第３回全日本学生

フォーミュラ大会への参戦を果たしました。 
 また、同時にこれまで我々の車両開発活動を暖かくご支援いただきました、スポンサー

企業様及び大学機械工作室の工作員の方々、教員の皆様、大会関係者各位に心からの感謝

の意を申し上げます。 

 



○ 参戦結果 

総合結果  ２１／４５位 

ルーキー賞 ２位 を受賞しました。 

・静的イベント 

 デザイン審査          ２７位（97pt./150pt.） 

 コスト審査            ２９位 (40.7pt./100pt.) 

 プレゼンテーション審査 ２４位 (37.1pt./75pt.) 

 

・動的イベント 

 スキッドパッド        １９位 (2.5pt./50pt.) 

 アクセラレーション    ２３位 (3.5pt./75pt.) 

 オートクロス          ――位 (0pt./150pt.) 

 エンデュランス        １４位 (184.84pt./400pt.) 

 

・大会１日目（9/6） 

 

大会初日は静的イベント（コスト・デ

ザイン・プレゼンテーション）を全てこ

なさなければなりません。同時に、2日目

以降の動的イベントに参加するために、

車検を通過させなければなりません。   

 当日は、台風が迫ってきていたことも

あり、雨が強まったり弱まったりと不安

定な天候でしたが、作業がはかどらない

なか、静的イベントを全てこなしました。     

また、車検は一箇所大きなレギュレーション違反を指摘されてしまい、その修復に半日か

かりましたが、修復を終えレギュレーションチェックを中心とする車検は一日目に終える

ことが出来ました。修復に時間がかかってしまったこともあり、チルト・ノイズ・ブレー

キに関する車検は二日目以降に持ち越しとなってしまいました。我々は初年度であること

に甘えることなく活動してきたつもりですが、たった一箇所の見落としで、大きく予定が

変わってしまったことを本当に悔しく思いました。しかし、気を取り直して2日目に遅れを

取り戻せるよう、明日に向けて様々な準備行い、出来るだけ万全の体制で備えます。 

 

Fig. 1 車検の様子 



・大会２日目(9/7) 

 

遅れを取り戻そうと臨んだ2日目で

したが、早い段階で2日目の全スケジュ

ールの中止・延期が決定し、車検も行

うことが出来ませんでした。また、三

日目以降のスケジュールが発表され、

競技自体の中止は無く、時間を短くし

て行うということになり、車検を終え 

ていない我々には、本当に厳しいスケ

ジュールになります。それでも、あきら

めずに、宿泊先での、綿密なスケジュー

ルの打ち合わせを行い、その時、出来る最善の準備を行いました。 

 

・大会３日目(9/8) 

 

車検（チルト、騒音、ブレーキ）と動的競技３つをこなさなければならなくなった3日目。

昨日打ち合わせた綿密なスケジュールの下、まず給油の並び時間が掛かってしまうと時間

的に動的競技の開催時間に間に合わなくなることから、どのチームよりも早く並ぼうと迅

速な積み下ろし、車両セッティングをこなし、一番に並びました。給油がスムーズに行え

た御蔭で、その後、車検、アクセラレーション、スキッドパッドと午後に行われるオート

クロスに向けて順調にスケジュールをこなしていくことが出来ました。

     

 午後になり、プラクティス走行を行い順調だと思っていた矢先、ピットに戻る際に、車両

の燃料漏れが生じていることがわかりました。急遽、修復を試み、チルト検査をしたので

すが、修復できておらず検査にひっかかり、それでも諦めず修復を繰り返したのですが、

なかなか巧くいかず、この日漏れの修復を終えることが出来ませんでした。その結果、残

念ながらオートクロス出走時間に間に合わず、走行することができませんでした。皆、こ

Fig. 2 大会会場の様子 

Fig. 3 給油の様子 Fig. 4 スキッドパッド 




